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野菜パパイヤの脳卒中易発症性高血圧自然発症ラット(SHRSP)に対する影響 
 

前田剛希*、村上哲男** 
 
 
沖縄県では、パパイヤ（Carica Papaya L.）は伝統野菜として人気が高く、生産も盛んである。パパイヤは ACE 阻害活

性やラットを用いた実験での血圧上昇抑制効果が報告される等、機能性素材としても注目されている。しかしながら、血

圧に対する影響は不明瞭であり、作用機作等も明らかにされていない。さらに、パパイヤは沖縄を含めた東南アジア各地

域で、授乳期に食べると母乳の分泌が良くなると伝承される野菜であり、女性の体に対する何らかの薬理作用を有してい

る可能性がある。そこで本研究では、野菜パパイヤの高血圧改善効果及び母体と仔への影響に焦点を当てて、脳卒中易発

症性高血圧自然発症ラット(SHRSP)を用いて実験を行った。その結果、パパイヤの血圧上昇抑制作用は認められなかった

が、妊娠中の SHRSP に摂取させると、産まれた仔ラットの加齢に伴う血圧上昇が緩やかになった。以上の結果から、パ

パイヤは体内の血圧調節系の発達に影響する可能性が示唆された。 

 

 

１ はじめに 

パパイヤ（Carica Papaya L.）は、中央アメリカ原産のパ

パイヤ科パパイヤ属の半木本性の植物である 1) 。パパイヤ

は世界中の熱帯、亜熱帯地域で栽培されており、沖縄でも

一般家庭で庭木として栽培されるようなポピュラーな野菜

である。沖縄では伝統的にパパイヤの未熟果を野菜として

食べる習慣があったが、エスニック料理ブームの影響で野

菜用パパイヤの需要は県外にも拡大している。沖縄県はパ

パイヤを重要な経済作物として位置づけ、生産増加に努め

ている。 

沖縄では、パパイヤは炒め物や煮物、汁の具にする野菜

というだけでなく、催乳剤や滋養強壮、消化剤の効果も伝

承されている 2) 。また、産後には欠かせない野菜として認

知されている一方で、パパイヤは妊娠中は食べない方が良

いとも伝承されている。インドや東南アジア等パパイヤの

食習慣がある地域の多くでも同様に、パパイヤは妊娠中避

けた方が良い野菜の一つに挙げられている 3)。これらの伝

承はパパイヤが女性の体に何らかの薬理作用を有する野菜

である事を予想させる。また、パパイヤは、ACE 阻害活性

4) や血圧上昇抑制効果 5) が報告される等、機能性素材とし

て注目されている野菜でもある。しかしながら、パパイヤ

について、血圧や母体に与える影響は不明である。 

そこで本研究では、まず野菜パパイヤの高血圧に対する

予防効果に焦点を当てて実験を行った。パパイヤ抽出物を

脳卒中易発症性高血圧自然発症ラット(SHRSP) に投与して、

血圧の変化を調べた。さらに妊娠している SHRSP を用いて、

母体とその仔に与える影響について、体重や血圧を指標に

して検討した。その結果、幾つかの重要な知見が得られた 
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ので報告する。 

 

２ 実験方法 

2-1 試料 

沖縄県卸売市場から購入した野菜パパイヤを試料に用い

た。野菜パパイヤの可食部を調製し、凍結乾燥後、ミルで

粉砕し、分析まで-20℃で保存した。 

2-2 長期投与試験 

5 週齢と 10 週齢の雄性 SHRSP を用いた。対照群には船

橋 SP 粉末飼料（船橋農場、千葉）、パパイヤ群にはパパイ

ヤ凍結粉末 5%混合飼料を調製して与えた。飲料水は水道水

を与えた。飼育はラットが自然死するまで行い、その間、

血圧は無麻酔下、Tail-cuff 法で経時的に測定した。 

2-3 妊娠期間中のパパイヤ摂取が仔ラットに及ぼす影響 

妊娠している SHRSP を用いた。妊娠期間中、対照群は

20%カゼイン飼料、実験群はパパイヤ粉末 5%添加飼料で飼

育した。飲料水は水道水を与えた。出産後は両群とも船橋

SP 粉末飼料を与え、離乳は 4 週齢時に行なった。親ラット

と仔ラットの体重は毎週測定し、仔ラットの血圧は、8 週齢

時から 2 週間に 1 回、2-2 と同様に測定した。 

 

３ 実験結果および考察 

3-1 パパイヤ長期投与による SHRSP の血圧変化 

SHRSP は成長に伴い血圧が上昇し、脳血管障害を発症し

て死亡する脳卒中モデル動物である。5 週齢からパパイヤ混

合飼料で飼育した SHRSP の成長は対照群と変わらず、明確

な血圧上昇抑制効果も認められなかった。生存日数は対照 
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群が 126 ± 27 日、パパイヤ摂取群が 116 ± 35 日であり、両

者に有意な差は認めらなかった。成熟期の 10 週齢から投与

を開始した場合でも、血圧の上昇抑制効果は認められず、

生存日数にも差は認められなかった（データ省略）。本研

究では、野菜用パパイヤの消費形態としてサラダ等生食利

用の増加が期待されている事を考慮して、非加熱の凍結乾

燥試料を用いたが、パパイヤの熱水抽出物を混合した飼料

を SHR ラットに与えた実験では、血圧効果作用が認められ

ている 5) 。摂取形態あるいはモデル動物の違いによって血

圧への影響は異なる事が予想され、パパイヤの血圧上昇抑

制作用については、今後、摂取形態や投与対象の条件につ

いても詳細に検討していく必要があると考えられる。  

 

3-2 妊娠中のパパイヤ摂取が仔ラットに及ぼす影響 

妊娠中にパパイヤを摂取した SHRSP の母獣の体重変化

と仔ラットの出生児体重を表 1 に示した。妊娠中の体重の

推移は、対照群もパパイヤ摂取群も変わらなかった。妊娠

中のパパイヤ摂取による出生児体重への影響は雌雄ともに

認められなかった。 

 

表 1 妊娠中のパパイヤ摂取が母体の体重と出生児体重に

与える影響 

妊娠初日(g) 出産時(g) 増加(g/日） 雄 雌

Control群 167 ±  2 261 ± 10 4.5 ± 0.6 4.8 ± 0.3 4.5 ± 0.5

パパイヤ摂取群 157 ± 10 242 ±  4 4.0 ± 0.2 5.0 ± 0.3 4.8 ± 0.3

仔の出生時体重(g)母親の体重

 
 

図 1 に仔ラットの体重の推移を示した。仔ラットは順調

に成長し、成長期の体重にも母獣のパパイヤ摂取の影響は

認められなかった。 

 

-

50

100

150

200

0 2 4 6 8 10 12 14
仔ラットの週齢

体
重

 (g
)

Control群
ﾊﾟﾊﾟｲﾔ摂取群

0

 

図 1 妊娠中のパパイヤ摂取が仔ラットの体重の推移に与

える影響 

 

図 2 に仔ラットの血圧の推移を示した。8 週齢時の血圧

は対照群（179 ± 8 mmHg）と比較して、パパイヤ摂取群（163 

± 11 mmHg）が有意（p < 0.05）に低かった。加齢に伴う血

圧の上昇についても、パパイヤ摂取群が抑制傾向にあり、

12､14 週齢でも対照群と比較して 10～15 mmHg 低い値であ

った（p < 0.05）。 
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図 2 妊娠中のパパイヤ摂取が仔ラットの血圧の推移に与

える影響 

 

妊娠中の栄養状態や摂取した食品によって、子供の生体

内プログラミングは変化し、代謝系は調節されると考えら

れている。例えば、妊娠中の低エネルギーや低タンパク暴

露は仔の出生児体重に影響が無くても、成長後の生活習慣

病の発症に影響する事が明らかになっている。この現象は

「成人病胎児期発症説」として知られており 6) 、妊娠中の

低栄養や低タンパク暴露によって、成長後の食塩感受性が

亢進 7)8) し、肥満 9) や糖尿病 10) 等の発症頻度が高くなる事

が動物実験で明らかにされている。本研究では、パパイヤ

摂取した母体から産まれた SHRSP の加齢に伴う血圧上昇

が緩やかになった事から、母体のパパイヤ摂取が仔ラット

の血圧調節系の一つであるレニン－アンギオテンシン系等

の代謝系の発達に影響している可能性が考えられた。 

沖縄では、パパイヤを産後に食べると母乳の出が良くな

る、滋養強壮に良いと言われる一方、一部の地域では妊娠

中は流産の原因になる恐れがある事から食べない方が良い

と伝承されている。パパイヤの食習慣があるインドや東南

アジアでも同様の伝承があり、パパイヤは妊娠中は避けた

方が良いとされている 3)。実際に Adebiyi らは SD 系ラット

を用いた実験によって、パパイヤを投与したラットの子宮

筋が収縮した事を報告している 11)。本研究では高血圧モデ

ル動物である SHRSP の妊娠ラットを用いて、パパイヤ摂取
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が母体と仔に与える影響を調べたが、妊娠中の母体の体重

増加、出生率、出生児体重及び仔ラットの成長に影響は認

められなかった。しかし、妊娠中にパパイヤを摂取した親

から生まれた仔ラットは、加齢に伴う血圧上昇が緩やかで

あった。この結果は、親のパパイヤ摂取が仔ラットの発育

に影響を与えていることを予想させるものであり、パパイ

ヤは妊娠中禁忌とする説についても、慎重に検討する必要

があると考えられる。 

 

４ まとめ 

パパイヤの長期摂取が血圧、妊娠に与える影響は判然と

しなかったが、妊娠中のパパイヤ摂取は仔ラットの血圧調

節系の発達に影響している可能性が示唆された。 

 

 本研究は地域結集型共同研究事業のサブテーマ「生物資

源に含まれる有用物質の機能解析」の一環として実施した。 
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